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【監査委員】
（議会選出）

小
お
川
がわ
　宏
ひろ
子
こ

（公明党）

【副議長】

鈴
すず
木
き
　利
とし
宏
ひろ

（創生会）

【議　長】

山
やま
下
した
　守
まもる

（威信会）

昭和27年11月29日生まれ
西条町寺家7091-11
当選回数４回

【ひと言】女性の視点・母親
目線を大切に！初志貫徹！

昭和34年６月１日生まれ
高屋町高屋東1916-16
当選回数４回

【ひと言】東広島の未来の
ためにご意見をください。

昭和38年６月25日生まれ
高屋町溝口676
当選回数４回

【ひと言】仁義礼智信を心
がけてがんばります。

新しい議会構成が決まりました。
４月26日の東広島市議会議員選挙により、新議員が決まりました。

（任期は、平成31年４月26日まで）

議長あいさつ
　このたび、議員各位の推挙を賜り、議長職を拝命することとなりました。職責の重大
さを痛感し、身の引き締まる思いであります。
　議員の政策立案・政策提言など、さらなる議会改革を推進するとともに、開かれた議
会として、議会に関心を持ってもらい、市民の皆さまの声を市政に反映できる代表機関
を目指してまいります。
　市民の皆さまの一層のご支援とご理解を賜りますようお願い申し上げます。
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総
務
委
員
会︵
₈
人
︶

文
教
厚
生
委
員
会︵
₇
人
︶

昭和22年５月27日生まれ
安芸津町風早895-2
当選回数４回

【ひと言】さらなる発展と福
祉向上にがんばります。

中な
か
平ひ

ら　
好よ

し
昭あ

き

︵
誠
志
会
︶

委
員
長

昭和28年12月10日生まれ
黒瀬町乃美尾744-1
当選回数１回

【ひと言】地域の思いに寄り
そって、全力で働きます。

北き
た
林ば

や
し
　
光み

つ
昭あ

き

︵
創
生
会
︶

副
委
員
長

昭和41年12月１日生まれ
安芸津町風早1256
当選回数１回

【ひと言】一所懸命がんばり
ます。

岩い
わ
崎さ

き　
和か

ず
仁ひ

と

︵
創
生
会
︶

委　
員

昭和38年１月16日生まれ
西条町寺家4280-12
当選回数１回

【ひと言】現場主義で皆様と
共にがんばります。

中な
か
川が

わ　
修お

さ
む

︵
市
民
ク
ラ
ブ
︶

委　
員

昭和30年６月26日生まれ
八本松南一丁目13-21-9
当選回数１回

【ひと言】未来を担う子ども
たちのためにがんばります。

大だ
い
道ど

う　
博ひ

ろ
夫お

︵
創
志
会
︶

委　
員

昭和35年２月28日生まれ
安芸津町三津4654
当選回数３回

【ひと言】地域特性を活かし
た町づくりを目指します！

宮み
や
川か

わ　
誠や

す
子こ

︵
威
信
会
︶

委　
員

昭和28年８月21日生まれ
黒瀬切田が丘2-10-5
当選回数４回

【ひと言】活気ある温かな地
域づくりをめざします。

竹た
け
川が

わ　
秀ひ

で
明あ

き

︵
公
明
党
︶

委　
員

昭和26年10月17日生まれ
河内町中河内1209-3
当選回数４回

【ひと言】責任感を持って信
頼される議会を目指します。

高た
か
橋は

し　
典の

り
弘ひ

ろ

︵
威
信
会
︶

委　
員

昭和27年１月１日生まれ
西条町御薗宇6912
当選回数５回

【ひと言】信頼され、活力あ
る議会をつくります。

赤あ
か
木ぎ　
達た

つ
男お

︵
市
民
ク
ラ
ブ
︶

委
員
長

昭和30年２月10日生まれ
西条町下三永827
当選回数１回

【ひと言】地域の皆様のおや
くにたちます。

玉た
ま
川が

わ　
雅ま

さ
彦ひ

こ

︵
創
志
会
︶

副
委
員
長

昭和34年４月30日生まれ
西条町寺家4951-1
当選回数１回

【ひと言】市民のために汗を
流す議員でありたいです。

貞さ
だ
岩い

わ　
敬た

か
し

︵
創
生
会
︶

委　
員

昭和25年10月18日生まれ
高屋高美が丘四丁目7-1
当選回数１回

【ひと言】女性目線の細やか
な市政を実現します。

重し
げ
森も

り 

佳か

代よ

子こ

︵
創
生
会
︶

委　
員
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市
民
経
済
委
員
会︵
₇
人
︶

建
設
委
員
会︵
₇
人
︶

昭和34年２月28日生まれ
高屋町宮領148-3
当選回数２回

【ひと言】街おこし（人を集
めること）を目指します。

大お
お
谷た

に　
忠た

だ
幸ゆ

き

︵
街
お
こ
し
を
め
ざ
す
会
︶

委　
員

昭和26年11月20日生まれ
八本松町正力1382-2
当選回数２回

【ひと言】誠意と実行力で、
あなたにお応えします。

重し
げ
光み

つ　
秋と

き
治じ

︵
威
信
会
︶

委　
員

昭和35年９月19日生まれ
高屋町大畠549-98
当選回数３回

【ひと言】一人ひとりが輝く
東広島の実現へ！

加か

根ね　
佳よ

し
基き

︵
公
明
党
︶

委　
員

昭和25年６月30日生まれ
西条町田口1505
当選回数４回

【ひと言】揺るがない信念で
人にやさしいまちづくり。

石い
し
原は

ら　
賢け

ん
治じ

︵
市
民
ク
ラ
ブ
︶

委
員
長

昭和34年３月11日生まれ
西条町吉行1429-2
当選回数１回

【ひと言】若さと行動力で郷
土のためにがんばります。

岡お
か
田だ　
育い

く
三そ

う

︵
創
生
会
︶

副
委
員
長

昭和34年１月22日生まれ
西条岡町5-22
当選回数１回

【ひと言】安心安全な住みよ
い街づくりに貢献します。

坪つ
ぼ
井い　
浩こ

う
一い

ち

︵
創
生
会
︶

委　
員

昭和33年10月９日生まれ
西条町寺家4845-1-603
当選回数２回

【ひと言】地方創生！目指し
ます活力あるまちづくり。

奥お
く
谷や　
求も

と
む

︵
創
志
会
︶

委　
員

昭和20年１月24日生まれ
福富町下竹仁1960
当選回数３回

【ひと言】各地域の課題に取
り組んで参ります。

杉す
ぎ
原は

ら　
邦く

に
男お

︵
威
信
会
︶

委　
員

昭和30年５月25日生まれ
河内町入野2139-18
当選回数４回

【ひと言】熱意・実践で、が
んばります。

乗の
り
越こ

し　
耕こ

う
司じ

︵
誠
志
会
︶

委　
員

昭和27年11月29日生まれ
西条町寺家7091-11
当選回数４回

【ひと言】女性の視点・母親
目線を大切に！初志貫徹！

小お

川が
わ　

宏ひ
ろ
子こ

︵
公
明
党
︶

委　
員

昭和27年３月28日生まれ
志和町志和堀3535-3
当選回数４回

【ひと言】差しても三年、差
さでも三年、議員は四年。

牧ま
き
尾お　
良

り
ょ
う
二じ

︵
威
信
会
︶

委
員
長

昭和27年11月５日生まれ
西条町御薗宇3339
当選回数１回

【ひと言】安心して暮らせる
まちづくりを推進します。

加か

藤と
う　
祥

し
ょ
う
一い

ち

︵
創
生
会
︶

副
委
員
長
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政
策
研
究
会︵
₈
人
︶

広
島
中
央
環
境
衛
生
組
合
議
会︵
₇
人
︶

議
会
運
営
委
員
会︵
₈
人
︶

広
報
広
聴
委
員
会︵
10
人
︶

その他の委員会等の構成も決定
　

議
会
運
営
・
会
議
規
則
・
委
員

会
条
例
等
に
関
す
る
事
項
と
議
長

の
諮
問
に
関
す
る
事
項
を
審
査
し

ま
す
。

委 

員 

長　

乗
越　

耕
司

副
委
員
長　

奥
谷　
　

求

委
員

　

加
藤　

祥
一　
　

宮
川　

誠
子

　

高
橋　

典
弘　
　

池
田　

隆
興

　

小
川　

宏
子　
　

赤
木　

達
男

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
編
集
な
ど
、
議
会
の
広

報
・
広
聴
に
関
す
る
こ
と
を
協
議

し
ま
す
。

委 

員 

長　

重
森
佳
代
子

副
委
員
長　

天
野　

正
勝

委
員

　

中
川　
　

修　
　

岡
田　

育
三

　

坪
井　

浩
一　
　

重
光　

秋
治

　

加
根　

佳
基　
　

宮
川　

誠
子

　

谷　
　

晴
美　
　

乗
越　

耕
司

　

市
政
に
関
す
る
重
要
な
政
策
及

び
課
題
に
対
し
て
、
議
員
が
相
互

に
認
識
を
深
め
、
合
意
形
成
を
図

り
、
政
策
立
案
等
を
推
進
し
ま
す
。

委 

員 

長　

高
橋　

典
弘

副
委
員
長　

貞
岩　
　

敬

委
員

　

岩
崎　

和
仁　
　

大
道　

博
夫

　

重
光　

秋
治　
　

中
平　

好
昭

　

小
川　

宏
子　
　

赤
木　

達
男

　

東
広
島
市
・
竹
原
市
・
大
崎
上

島
町
で
組
織
し
、
ご
み
・
し
尿
処

理
事
務
を
共
同
処
理
す
る
一
部
事

務
組
合
の
議
員
で
す
。

議
員

　

玉
川　

雅
彦　
　

北
林　

光
昭

　

加
藤　

祥
一　
　

杉
原　

邦
男

　

竹
川　

秀
明　
　

中
平　

好
昭

　

石
原　

賢
治

昭和45年10月23日生まれ
志和町奥屋629-1
当選回数１回

【ひと言】着眼大局　着手小
局　一所懸命頑張ります。

天あ
ま
野の　
正ま

さ
勝か

つ

︵
創
志
会
︶

委　
員

昭和34年４月17日生まれ
志和町志和堀1281-1
当選回数３回

【ひと言】平和・くらし・福
祉を守るためがんばります。

谷た
に　
晴は

る
美み

︵
日
本
共
産
党
︶

委　
員

昭和20年１月２日生まれ
黒瀬町宗近柳国288-2
当選回数４回

【ひと言】住みよいまちづく
りの為に頑張ります。

池い
け
田だ　
隆た

か
興お

き

︵
創
生
会
︶

委　
員

昭和18年11月26日生まれ
黒瀬町津江6118-1
当選回数4回

【ひと言】次世代につながる
故郷をめざして更なる飛躍。

梶か
じ
谷た

に　
信の

ぶ
洋ひ

ろ

︵
誠
志
会
︶

委　
員

昭和34年６月１日生まれ
高屋町高屋東1916-16
当選回数４回

【ひと言】東広島の未来のた
めにご意見をください。

鈴す
ず
木き　
利と

し
宏ひ

ろ

︵
創
生
会
︶

委　
員
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20
万
人
の
中
核
都
市
を
目
指
す

本
市
の
戦
力
は
！

地
方
創
生
に
向
け
た

具
体
的
事
業
計
画
は
！

質　
問

　

地
方
創
生
先
行
型
の
交
付
金
は
、

緊
急
性
の
高
い
取
り
組
み
が
速
や

か
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
自
由
度

が
高
い
仕
組
み
と
し
て
創
立
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
待
っ
て
い
る

だ
け
で
は
交
付
金
が
お
り
て
く
る

こ
と
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た

具
体
的
な
事
業
計
画
が
要
求
さ
れ

る
が
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

こ
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
各

地
方
公
共
団
体
の
人
口
や
財
政
力

指
数
等
を
基
に
交
付
限
度
額
が
示

さ
れ
て
お
り
、
上
限
額
い
っ
ぱ
い

の
活
用
を
考
え
て
い
る
。
内
容
は
、

国
の
想
定
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
基
に
、

総
合
戦
略
の
策
定
に
必
要
な
経
費

や
子
育
て
関
連
事
業
、
ま
た
保
育

環
境
の
改
善
、
商
業
・
中
小
企
業

の
活
性
化
、
観
光
振
興
に
関
す
る

事
業
を
挙
げ
て
い
る
。

地
域
活
性
化
推
進
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

質　
問

　

国
は
、
地
方
自
治
体
が
主
体
的

に
取
り
組
む
、
い
わ
ゆ
る
個
性
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
を
し

て
い
く
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
地

域
活
性
化
の
推
進
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

本
市
が
抱
え
る
最
大
の
資
源
で

あ
る
若
者
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
優
秀
な
人
材
に
最
大
限
の
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

各
々
が
地
域
社
会
で
輝
く
こ
と
が

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地
方
独
自
の
視
点
か
ら
新
た
な
施

策
・
事
業
の
提
言
を
行
い
、
主
体

性
か
つ
創
造
性
に
満
ち
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
本

市
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

新
年
度
予
算
編
成
に

お
け
る
基
本
的
な
考
え

質　
問

　

近
い
将
来
、
人
口
20
万
人
の
中

核
都
市
を
宣
言
し
て
い
る
市
長
の

ビ
ジ
ョ
ン
が
、
施
政
方
針
や
新
年

度
予
算
の
中
に
ど
の
よ
う
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

財
政
基
盤
の
安
定
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤

と
な
る
必
要
不
可
欠
な
ハ
ー
ド
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

ハ
ー
ド
を
活
用
し
、
十
分
な
事
業

効
果
を
上
げ
る
と
い
う
視
点
か
ら
、

市
民
が
安
心
で
充
実
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

代 表 質 問

質問した項目
■地方創生について
■新年度予算について
■教育について

新風２１
中
な か

曽
そ

　義
よ し

孝
た か

会派所属議員
杉井　弘文
奥谷　　求
宮川　誠子
高橋　典弘

寺尾　孝治
上田　　廣
中曽　義孝

※平成27年３月現在
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を
問
わ
ず
、
各
々
の
施
策
を
一
体

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
本
市
の

成
長
を
促
し
、
ひ
い
て
は
人
口
20

万
人
の
新
中
核
市
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
国
や
県
の
さ

ま
ざ
ま
な
動
き
を
的
確
に
捉
え
な

が
ら
、
着
実
に
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

情
報
化
教
育
に
お
け
る

電
子
黒
板
利
活
用
構
想

質　
問

　

高
度
情
報
化
社
会
に
向
け
て
、

次
代
に
生
き
る
児
童
の
情
報
活
用

能
力
の
育
成
や
、
学
び
の
場
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
情
報
教
育
環
境
を

図
る
た
め
、
電
子
黒
板
な
ど
の
機

器
が
配
備
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

そ
の
利
活
用
構
想
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
増
田
学
校
教
育
部
長

　

実
際
の
指
導
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

上
の
情
報
内
容
を
電
子
黒
板
の
大

画
面
に
拡
大
表
示
し
、
画
面
上
に

ペ
ン
や
指
で
直
接
書
き
込
み
を
し

た
り
、
拡
大
し
た
り
で
き
る
機
能

を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
で
、
児

童
生
徒
一
人
一
人
が
学
習
内
容
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
利
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
に

係
る
研
修
の
充
実
な
ど
、
教
育
の

情
報
化
を
推
進
す
る
た
め
の
支
援

体
制
の
確
立
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
、
学
校
教
育
の
質
の
向
上
に

努
め
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

利
活
用
に
つ
い
て
！

質　
問

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
は
、
経
費
の

削
減
や
業
務
効
率
化
を
は
じ
め
、

職
員
定
数
の
削
減
に
も
大
き
く
寄

与
し
、
行
政
改
革
に
も
つ
な
が
る
。

し
か
し
、
本
市
で
は
事
業
部
全
体

が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
優
位
性
を
理
解
し
て

お
ら
ず
、
利
活
用
に
は
程
遠
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
庁
舎
内
の
一

括
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
情
報
窓
口
が
必

要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

答　
弁
｜
前
延
企
画
振
興
部
長

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
お
け
る
行
政

改
革
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

東
広
島
市
行
財
政
活
性
化
推
進
本

部
の
研
究
部
会
と
し
て
高
度
情
報

化
研
究
部
会
を
設
置
し
、
本
市
の

事
務
改
革
や
高
度
情
報
化
社
会
に

対
応
し
た
情
報
化
施
策
の
あ
り
方

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
同
部
会
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

総
合
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
技

術
革
新
や
先
進
事
例
の
情
報
を
収

集
し
、
よ
り
便
利
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
、
業
務
の
効
率
化

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
積

極
的
に
担
当
部
局
に
導
入
を
働
き

か
け
て
行
き
た
い
。

小
中
一
貫
校
構
想
に

つ
い
て
問
う
！

質　
問

　

こ
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
会
派

と
し
て
過
去
５
回
に
わ
た
り
質
問

を
繰
り
返
し
、
そ
の
都
度
前
向
き

な
御
答
弁
は
い
た
だ
い
た
が
、
何

ら
結
論
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
後

の
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
の

具
体
的
な
計
画
を
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

電子黒板を使った授業

小中一貫接続教育に取り組む高美が丘小学校
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答　
弁
｜
下
川
教
育
長

　

施
設
一
体
型
に
よ
る
小
中
一
貫

教
育
計
画
が
進
ん
で
い
な
い
背
景

に
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
最
優

先
し
た
学
校
の
耐
震
化
工
事
等
の

学
校
施
設
整
備
事
業
が
集
中
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
貫
校

化
に
係
る
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

耐
震
化
事
業
が
完
了
す
る
平
成
28

年
度
以
降
の
早
期
に
、
具
体
的
な

設
計
に
着
手
し
た
い
。

小
規
模
校
の
教
育
現
場
の

課
題
と
取
り
組
み
は

質　
問

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
義
務
教
育
の
機
会
の
均

等
や
教
育
の
水
準
維
持
と
向
上
を

図
り
、
子
ど
も
が
生
き
る
力
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
学
校
教
育
の
整

備
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
過
小
規

模
校
に
お
け
る
教
育
現
場
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
増
田
学
校
教
育
部
長

　

少
人
数
の
学
校
は
、
個
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
指
導
が
可
能
と

な
り
、
教
員
と
児
童
と
の
人
間
関

係
の
確
立
が
容
易
に
な
る
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
多

く
の
友
達
と
交
流
し
多
様
な
社
会

性
や
自
立
心
な
ど
を
身
に
つ
け
る

機
会
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
課
題

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
課
題

に
対
し
て
は
、
小
学
校
間
の
連
携

や
合
同
で
の
行
事
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
幅
広
い
人
間
関
係
の
構
築

を
目
指
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

本
市
の
企
業
誘
致
策
に

つ
い
て
問
う

質　
問

　

他
の
自
治
体
で
も
企
業
立
地
助

成
制
度
や
税
の
優
遇
措
置
も
図
ら

れ
て
い
る
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
問
う
。

答　
弁
｜
前
藤
産
業
部
長

　

企
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
対
象
業
種
を
こ
れ
ま

で
の
製
造
業
、
流
通
業
、
研
究
施

設
だ
け
で
な
く
、
自
動
車
整
備
業

等
の
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
幅
広
く
業

種
の
対
象
範
囲
を
広
げ
、
さ
ら
に

は
土
地
取
得
費
に
対
す
る
助
成
率

を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
各
種
助
成

金
の
助
成
率
を
拡
充
し
、
よ
り
優

位
に
誘
致
活
動
に
活
用
で
き
る
も

の
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
ぜ
旧
ホ
テ
ル
建
設

予
定
地
に
美
術
館
建
設
？

質　
問

　

昨
年
11
月
、
市
役
所
第
２
駐
車

場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
駐
車
場
を
美
術
館

の
建
設
地
に
決
定
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
全
く
理
解
で
き
な
い
。
美

術
館
建
設
候
補
地
検
討
の
内
容
に

つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
大
河
生
涯
学
習
部
長

　

旧
ホ
テ
ル
建
設
予
定
地
は
、
西

条
中
央
公
園
の
南
側
に
隣
接
し
て

お
り
、
公
園
の
景
観
を
取
り
込
む

こ
と
に
よ
り
、
美
術
館
に
求
め
ら

れ
る
ゆ
と
り
空
間
の
創
出
が
可
能

に
な
る
な
ど
、
美
術
館
が
立
地
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
有
し
て

お
り
、
当
該
地
が
最
適
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

小中学校合同の運動会

旧ホテル建設予定地と西条中央公園
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代 表 質 問

質問した項目
■新市建設計画について
■�地方創生における、まち・ひと・しごと創

生総合戦略の本市の取り組みについて
■�ふるさと納税の本市の取り組み

及び考え方について
■�市街化調整区域における地区計

画運用基準について

威信会
山
や ま

下
し た

　守
まもる

新
市
建
設
計
画
に
お
け
る
検
証

新市建設計画

10
年
間
の
新
市
建
設
計
画

の
実
績

質　
問

　

新
市
の
一
体
性
の
確
立
と
住
民

福
祉
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
市
５
町

の
長
期
計
画
の
理
念
を
継
承
し
つ

つ
、
合
併
後
の
新
市
の
基
本
方
針

と
具
体
的
な
施
策
の
方
向
を
定
め

る
と
し
て
、
新
市
建
設
計
画
が
作

成
さ
れ
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
17
年
か
ら
平

成
26
年
ま
で
の
10
年
間
の
期
間
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で

の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

策
定
当
初
の
総
事
業
費
２
千
898

億
円
に
対
し
、
平
成
25
年
度
決
算

ベ
ー
ス
で
約
68
％
の
約
１
千
982
億

円
が
実
施
さ
れ
、
残
事
業
費
が
全

体
の
約
32
％
の
約
916
億
円
で
あ
る
。

事
業
数
で
見
た
場
合
は
、
全
585
事

業
の
う
ち
約
93
％
の
543
事
業
が
完

了
も
し
く
は
実
施
中
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

５
年
間
延
長
に
伴
う

今
後
の
予
定

質　
問

　

昨
年
の
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
新
市
建
設
計
画
の
期
間
を
５

年
間
延
長
し
、
残
事
業
を
継
承
す

る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
具
体
的

事
業
内
容
を
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

合
併
特
例
債
の
発
行
可
能
期
間

が
５
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
新
市
建
設
計
画
の
計
画
期
間

も
合
わ
せ
て
５
年
間
延
長
し
た
も

の
で
あ
る
。
延
長
し
た
５
年
間
で
、

発
行
可
能
な
合
併
特
例
債
479
億
円

の
う
ち
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
約

360
億
円
を
発
行
し
て
い
る
が
、
こ

の
た
び
の
計
画
期
間
延
長
は
、
こ

の
有
利
な
財
源
で
あ
る
合
併
特
例

債
を
さ
ら
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
新
市
建
設
計

画
事
業
の
う
ち
、
現
在
実
施
中
の

も
の
に
は
、
安
芸
津
拠
点
施
設
整

備
事
業
、
龍
王
山
総
合
運
動
公

園
・
東
広
島
運
動
公
園
整
備
事
業
、

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業
な
ど

が
あ
り
、
今
後
取
り
組
む
予
定
の

も
の
に
は
、
北
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
、
美
術
館
建
設
事

業
な
ど
の
大
型
事
業
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
へ
合
併
特

例
債
を
充
当
し
、
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 会派所属議員

山下　　守
麻生　　豊
杉原　邦男

大江　弘康
牧尾　良二
渡邉　國彦

※平成27年３月現在
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地
方
創
生
に
つ
い
て

質　
問

　

産
学
金
官
等
の
関
係
者
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
交
付
金
事
業
計

画
の
基
礎
と
な
る
総
合
戦
略
の
策

定
を
進
め
、
秋
ま
で
に
具
体
的
事

業
や
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
目
先
の
こ
と

に
追
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
大
局

的
な
視
点
に
立
っ
て
積
極
的
に
取

り
か
か
る
必
要
が
あ
る
。
20
年
先
、

50
年
先
を
踏
ま
え
た
事
業
を
企
画

立
案
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
所
見
を
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

地
方
創
生
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
既

存
事
業
の
み
で
実
現
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

国
の
総
合
戦
略
を
踏
ま
え
、
こ
の

地
方
創
生
を
追
い
風
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
事
業
を

積
極
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
創

生
や
本
市
が
掲
げ
る
日
本
一
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
大
き

な
テ
ー
マ
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
将
来
を
見
据
え
た
大
局
的

な
視
点
に
立
っ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

大
都
市
圏
と
地
方
の
税
収
格
差
を

是
正
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
寄

附
を
受
け
た
自
治
体
が
お
礼
と
し

て
特
産
品
を
贈
り
始
め
た
こ
と
に

よ
り
、
品
物
目
当
て
で
寄
附
を
す

る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
本
市
の

考
え
方
と
戦
略
、
実
績
に
つ
い
て

問
う
。

答　
弁
｜
前
延
企
画
振
興
部
長

　

本
市
に
お
け
る
実
績
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
広
島

県
人
会
な
ど
へ
の
啓
発
チ
ラ
シ
の

配
布
を
行
う
な
ど
に
よ
り
、
平
成

20
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
で
、

合
計
27
件
、
総
額
３
千
万
円
程
度

の
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

現
状
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自

治
体
の
税
収
予
測
が
難
し
く
な
る

こ
と
や
、
地
方
か
ら
地
方
へ
の
住

民
税
の
移
動
も
想
定
さ
れ
る
な
ど
、

自
治
体
同
士
で
税
収
を
奪
い
合
う

こ
と
と
な
り
、
財
源
不
足
に
伴
う

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
も
つ
な

が
り
か
ね
な
い
と
い
っ
た
こ
と
や
、

さ
ら
に
は
、
特
産
品
を
贈
る
た
め

の
発
送
費
や
人
件
費
な
ど
の
徴
税

コ
ス
ト
な
ど
が
発
生
し
、
送
ら
な

い
場
合
と
比
較
す
れ
ば
実
収
入
が

少
な
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
の
懸

念
も
あ
る
。

　

一
方
で
は
、
本
制
度
を
活
用
す

る
中
で
、
地
場
産
業
の
育
成
や
地

域
経
済
の
活
性
化
、
あ
る
い
は
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
が

図
ら
れ
る
と
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
寄
附

制
度
本
来
の
趣
旨
と
は
異
な
る
が
、

制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

徴
税
コ
ス
ト
な
ど
は
か
か
る
も
の

の
、
寄
附
件
数
の
増
加
に
よ
っ
て ふるさと納税のパンフレット

ふ
る
さ
と
納
税
の
本
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

質　
問

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
出
身
地
ま

た
は
応
援
し
た
い
自
治
体
に
納
税

す
る
と
、
そ
の
年
度
の
所
得
税
及

び
翌
年
の
住
民
税
も
一
定
限
度
の

控
除
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
あ
り
、

平
成
20
年
度
の
地
方
税
法
改
正
で

始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
の
狙
い
は
、
都
市
部
の
人
々
が

居
住
地
以
外
に
寄
附
す
る
こ
と
で
、
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吉川工業団地北地区

寺家地区産業団地（イメージ）

収
入
自
体
は
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
。
加
え
て
特
産
品
の
発
送
も
本

市
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
他
市
町
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
産

品
制
度
導
入
の
検
討
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。

地
域
産
業
振
興
型
立
地
に

つ
い
て

質　
問

　

地
区
計
画
運
用
基
準
と
し
て
、

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
域

の
振
興
ま
た
は
発
展
の
た
め
、
既

存
の
公
共
施
設
を
生
か
し
、
産
業

基
盤
の
充
実
に
つ
な
が
る
開
発
を

誘
導
す
る
地
域
産
業
振
興
型
立
地

が
あ
る
が
、
本
市
で
は
、
２
年
前

に
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
半

径
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
工
場
立
地

に
関
し
て
の
緩
和
措
置
を
制
度
化

し
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
適
用
し

た
立
地
件
数
並
び
に
相
談
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
実

績
が
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
制
度
設
計
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。答　

弁
｜
下
田
副
市
長

　

地
域
産
業
振
興
型
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
公
的
産
業
団
地
の
分
譲
率

が
約
98
％
に
達
し
、
ま
と
ま
っ
た

用
地
を
必
要
と
す
る
企
業
の
立
地

が
難
し
い
状
況
が
あ
る
中
、
地
域

の
産
業
振
興
を
図
り
な
が
ら
、
新

た
な
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
23
年
に
交
流
機

能
形
成
型
と
と
も
に
地
域
産
業
振

興
型
を
、
新
た
に
運
用
基
準
に
追

加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
た
立
地
状

況
は
、
寺
家
地
区
産
業
団
地
造
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
７

月
に
地
区
計
画
を
定
め
、
こ
の
地

区
計
画
に
従
っ
て
開
発
許
可
を
受

け
、
現
在
造
成
工
事
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
相

談
状
況
に
つ
い
て
は
、
志
和
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
な
ど
で
、
８

件
の
相
談
が
あ
っ
た
が
、
今
の
と

こ
ろ
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
関
係
権

利
者
と
の
調
整
が
整
わ
な
い
こ
と

や
幹
線
道
路
か
ら
計
画
予
定
地
に

至
る
進
入
路
が
確
保
で
き
な
い
こ

と
、
ま
た
、
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
面
積
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し

い
な
ど
の
理
由
が
あ
る
。

　

現
在
東
広
島
都
市
計
画
区
域
に

お
い
て
、
平
成
28
年
度
末
を
目
標

に
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区

域
の
区
域
区
分
の
見
直
し
作
業
を

進
め
て
お
り
、
合
わ
せ
て
市
街
化

調
整
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ

て
お
り
、
こ
の
中
で
企
業
の
ニ
ー

ズ
等
を
把
握
し
な
が
ら
、
運
用
基

準
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
も
検

討
を
し
て
ま
い
り
た
い
。
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代 表 質 問

質問した項目
■�新年度予算に伴う市政運営につ

いて
■教育関係について

合志会
中
な か

平
ひ ら

　好
よ し

昭
あ き

新
年
度
予
算
に
伴
う

　
　
　
市
政
運
営
に
つ
い
て

会派所属議員
中平　好昭
乗越　耕司
新開　邦彦

家森　建昭
池田　隆興
梶谷　信洋

※平成27年３月現在

東
広
島
市
成
長
戦
略

基
本
方
針
に
つ
い
て

質　
問

　

成
長
戦
略
基
本
方
針
の
目
標
人

口
を
21
万
人
と
掲
げ
て
い
る
が
、こ

の
４
年
間
、さ
ま
ざ
ま
な
基
本
計
画

が
提
案
さ
れ
た
が
、ほ
と
ん
ど
が
将

来
人
口
を
18
万
人
に
想
定
し
た
計

画
だ
が
、そ
の
整
合
性
を
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

基
本
方
針
の
平
成
32
年
時
点
の

人
口
は
、
総
合
計
画
の
数
値
が
、

中
間
的
な
数
値
を
選
ん
で
い
る
の

に
対
し
て
、
戦
略
的
な
都
市
成
長

が
最
も
見
込
ま
れ
る
パ
タ
ー
ン
を

想
定
し
た
も
の
で
、
あ
え
て
、
厳

し
い
ハ
ー
ド
ル
を
認
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
行
す
る

こ
と
で
、
都
市
の
成
長
を
持
続
さ

せ
た
い
思
い
で
設
定
し
た
。

人
口
増
を
見
込
む
必
要
が

あ
る
が
具
体
的
施
策
は

質　
問

　

合
併
し
て
10
年
、
新
市
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
い
、
西
条

町
を
中
心
に
人
口
は
肥
大
し
た
が
、

周
辺
町
は
人
口
減
少
が
急
速
に
進

ん
で
い
る
。
対
策
が
急
務
と
思
わ

れ
る
が
、
具
体
的
施
策
を
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

若
者
の
就
業
の
場
の
確
保
や
、

子
育
て
環
境
が
整
う
こ
と
で
定
住

に
つ
な
が
り
、
定
住
が
地
域
の
伝

統
を
継
承
す
る
人
材
の
供
給
に
つ

な
が
り
、
地
域
の
活
力
が
維
持
さ

れ
る
。
ま
ず
は
、
仕
事
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
都
市
と
し
て
の
成
熟

度
を
高
め
た
い
が
、
旧
町
に
限
定

す
る
と
、
限
界
が
で
き
る
の
で
、

広
域
的
に
連
携
し
、
例
え
ば
、
公

共
交
通
確
保
な
ど
を
通
じ
、
生
活

の
場
を
旧
町
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
え
た
い
。

市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質　
問

　

各
住
民
自
治
協
議
会
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
対
応
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
地
域
担
当
職
員
の
活
動
実

態
を
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

周
辺
部
で
は
、
先
進
的
団
体
と

呼
べ
る
協
議
会
も
多
数
あ
り
、
中

心
市
街
地
に
お
い
て
も「
と
ん
ど
」

の
復
活
な
ど
、
協
議
会
の
設
立
を

機
に
、
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
後
継
者
育
成
問
題
な
ど

が
課
題
で
あ
り
、
市
民
協
働
セ
ン

タ
ー
の
研
修
を
通
じ
て
支
援
し
て

い
る
。

　

地
域
担
当
職
員
の
活
動
は
、
班

長
・
副
班
長
研
修
に
お
け
る
ア
ン

東広島市成長戦略基本方針
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ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
総
会
へ

の
出
席
率
は
約
70
％
、
定
期
的
な

会
議
も
約
60
％
と
い
う
状
況
で
、

制
度
は
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
班
員
に
は
、
引
き
続

き
、
地
域
の
一
員
と
し
て
活
動
へ

参
加
し
て
い
く
意
識
の
向
上
を
図

り
た
い
。

福
祉
行
政
・
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
に
つ
い
て

質　
問

　

自
立
相
談
支
援
事
業
を
展
開
し

て
い
く
た
め
の
体
制
を
問
う
。

　

ま
た
、
一
時
生
活
支
援
事
業
、

家
計
相
談
支
援
事
業
、
学
習
支
援

事
業
等
の
運
営
方
法
を
問
う
。

答　
弁
｜
和
田
福
祉
部
長

　

本
庁
舎
内
に
東
広
島
市
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
相
談
支

援
員
や
就
労
支
援
員
が
、
相
談
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

相
談
し
や
す
い
環
境
も
重
要
で
、

個
室
で
の
相
談
、
訪
問
相
談
も
で

き
る
体
制
を
と
り
た
い
。

　

相
談
支
援
員
は
、
相
談
を
受
け
、

個
別
の
自
立
支
援
計
画
を
策
定
し
、

支
援
を
行
う
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
と
調
整
・
連
携
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
で
準
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、

今
後
も
体
制
を
充
実
さ
せ
る
。

　

な
お
、
一
時
生
活
支
援
事
業
、

家
計
相
談
支
援
事
業
、
学
習
支
援

事
業
は
個
別
の
自
立
支
援
計
画
に
、

必
要
な
施
策
を
盛
り
込
ん
で
、
生

活
困
窮
者
に
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
。

農
業
施
策
・
た
め
池
保
全

対
策
に
つ
い
て

質　
問

　

農
水
省
で
は
平
成
25
年
度
に
た

め
池
一
斉
点
検
及
び
た
め
池
耐
震

診
断
を
制
度
化
し
、
広
島
県
で
耐

震
診
断
を
実
施
さ
れ
た
が
、
耐
震

診
断
結
果
等
を
踏
ま
え
、
市
の
所

見
を
問
う
。

答　
弁
｜
渡
辺
建
設
部
長

　

公
表
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
配

布
す
る
予
定
な
の
で
、
地
域
防
災

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

た
め
池
の
ハ
ー
ド
対
策
は
、
市

単
独
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
県
に
対
し
て
、
補
助

金
の
確
保
等
を
要
望
す
る
。

　

た
め
池
の
改
修
要
望
箇
所
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
、
３
カ
所
の
測

量
設
計
を
予
定
し
、
県
に
お
い
て
、

８
カ
所
の
改
修
工
事
を
予
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
係
る
市
の
負
担

金
を
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
公
表
を
受
け
、

た
め
池
改
修
の
要
望
も
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
国
・
県
の
支

援
策
に
注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
計
画
的
な
改
修
を
進
め
た
い
。

地
方
創
生
に
向
け
た

具
体
例
と
し
て

質　
問

　

①
地
方
創
生
に
向
け
た
具
体
例

と
し
て
、
総
務
省
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

本
市
で
の
取
り
組
み
、
活
用
が
必

要
と
思
う
が
所
見
を
問
う
。
②
集

落
支
援
員
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

住
民
自
治
協
議
会
へ
の
取
り
組
み

も
可
能
と
思
わ
れ
る
が
所
見
を
問

う
。答　

弁
｜
前
延
企
画
振
興
部
長

　

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
移 総務省で作成されている地域おこし協力隊のポスター

整備中のため池
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住
で
き
る
環
境
整
備
、
活
動
終
了

後
の
生
活
支
援
、
就
職
支
援
な
ど
、

具
体
的
な
業
務
内
容
を
定
め
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
全
庁
的

な
見
地
で
、
今
後
の
方
針
を
検
討

し
た
い
。

　

②
自
治
会
長
が
地
域
の
状
況
を

把
握
さ
れ
、
住
民
自
治
協
議
会
を

通
じ
て
市
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
担
当
職
員
な
ど

に
よ
る
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る

た
め
、
集
落
支
援
員
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
動
向
を
見
き
わ
め
検
討
し

た
い
。

行
政
施
設
に
太
陽
光
設
備

は
で
き
な
い
の
か

質　
問

　

学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
進
ん
で
い
な
い
が
、
地

方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中

で
、
校
舎
屋
上
等
に
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
、
蓄
電
池
を
設
置
し
、
教
室

に
エ
ア
コ
ン
を
取
り
つ
け
、
売
電

を
含
め
年
間
維
持
費
を
算
定
し
取

り
組
む
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
。

答　
弁
｜
石
丸
財
務
部
長

　

普
通
教
室
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性

は
十
分
理
解
を
し
て
い
る
が
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
実
施
し
て
い

く
の
で
、
ま
ず
は
、
校
舎
な
ど
の

耐
震
補
強
工
事
を
優
先
的
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
、
今
後
、

耐
震
化
工
事
が
完
了
し
た
後
、
老

朽
化
対
策
の
計
画
と
あ
わ
せ
て
検

討
を
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
段
階

に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
に
よ
る
財
源
も
あ
わ
せ
て
検

討
を
し
た
い
。

教
育
関
係
に
つ
い
て

質　
問

　

①
過
密
は
議
論
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
が
、
過
疎
地
域
の
学
校
教

育
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
②
統
廃
合
の
進
捗
状
況

③
小
規
模
校
の
課
題
④
小
中
一
貫

校
の
進
み
具
合
と
課
題
を
問
う
。

答　
弁
｜
増
田
学
校
教
育
部
長

　

①
教
育
委
員
会
が
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、

統
合
基
本
方
針
を
策
定
し
、
過
小

規
模
校
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

②
平
成
23
年
４
月
に
安
芸
津
地

区
で
小
学
校
を
統
合
し
、
そ
の
後

は
、
統
合
対
象
校
の
保
護
者
等
に

対
し
て
基
本
方
針
の
説
明
を
行
っ

た
。
今
後
も
、
関
係
者
の
方
々
と

協
議
を
重
ね
、
主
体
性
を
持
っ
て

進
め
た
い
。

　

③
小
規
模
校
で
は
、
人
間
関
係

の
確
立
が
容
易
に
な
り
、
地
域
一

体
と
な
っ
た
学
校
教
育
の
推
進
が

可
能
と
な
る
が
、
人
間
関
係
が
限

定
さ
れ
る
た
め
、
接
続
教
育
を
推

進
す
る
中
で
の
学
校
間
で
の
連
携

の
充
実
や
、
幅
広
い
人
間
関
係
の

構
築
を
目
指
し
た
い
。

　

④
高
美
が
丘
小
中
学
校
で
は
、

ソ
フ
ト
面
で
段
階
的
に
準
備
が

整
っ
て
き
て
い
る
。
課
題
の
一
貫

校
化
に
伴
う
施
設
整
備
に
つ
い
て

早
期
に
具
体
的
な
設
計
に
着
手
し
、

日
本
一
の
教
育
都
市
東
広
島
の
実

現
を
目
指
し
、
計
画
的
に
事
業
を

進
め
た
い
。

平成23年に統合した風早小学校

音楽室に設置されたエアコン
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代 表 質 問

質問した項目
■�26年度一般会計補正及び２７年度

一般会計予算について
■�救急医療体制整備の基本計画案

について
■高齢者・障がい者施策について
■生活習慣病予防の促進について

公明党
竹
た け

川
が わ

　秀
ひ で

明
あ き

補
正
予
算
と
27
年
度

　
一
般
会
計
予
算
の
戦
略
は
？

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の

具
体
的
戦
略
は
？

質　
問

　

今
年
は
、
地
方
へ
の
新
し
い
人

の
流
れ
を
つ
く
る
地
方
創
生
元
年

で
あ
る
。
若
年
人
材
の
定
着
を
促

す
取
り
組
み
、
地
方
へ
の
移
住
推

進
、
大
学
生
な
ど
の
地
方
定
着
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
政
策
な
ど
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

地
方
創
生
の
焦
点
は
、「
ひ
と
」

で
あ
り
、「
ひ
と
」
を
呼
び
込
む
、

ま
た
は
、
と
ど
ま
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
産
業
活
性
化
策
等
に
よ

り
雇
用
を
創
出
し
、
市
域
内
で
働

い
て
も
ら
い
、
結
婚
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
施

策
を
国
・
県
と
進
め
た
い
。

　

ま
た
、
自
立
し
た
拠
点
都
市
、

県
あ
る
い
は
中
四
国
の
成
長
エ
ン

ジ
ン
と
な
る
よ
う
な
施
策
を
展
開

し
、
国
・
県
に
は
、
施
策
展
開
に

必
要
な
規
制
緩
和
等
の
各
種
協
力

を
求
め
て
い
き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
の
取
り
組
み
は

質　
問

　

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
は
経

済
波
及
効
果
も
大
い
に
期
待
で
き

る
事
業
で
、
他
団
体
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
情
報
収
集
等
を
行
う
と

と
も
に
、
商
工
会
議
所
等
の
関
係

団
体
と
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
商
品
券
の
発

行
部
数
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
等
の
具

体
的
な
事
業
内
容
は
、
市
か
ら
案

を
提
示
し
、
今
後
、
実
行
委
員
会

で
協
議
・
検
討
し
な
が
ら
進
め
た

い
。

救
急
医
療
体
制
整
備
の

基
本
計
画
案
に
つ
い
て

質　
問

　

救
急
医
療
体
制
に
関
す
る
基
本

計
画
策
定
検
討
委
員
会
で
協
議
さ

れ
た
方
向
性
、
内
容
、
基
本
計
画

案
の
概
要
を
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

計
画
案
は
、
地
域
の
将
来
的
な

医
療
ニ
ー
ズ
等
に
関
す
る
デ
ー
タ

な
ど
を
踏
ま
え
、
医
療
体
制
の
現

状
や
課
題
を
把
握
し
、
救
急
医
療

に
関
す
る
本
市
の
具
体
的
な
指
針

を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

協
議
の
中
で
、
初
期
救
急
で
は
、

在
宅
当
番
医
制
度
に
お
い
て
、
体

制
の
維
持
が
困
難
に
な
り
か
ね
な

い
状
況
で
、
二
次
救
急
で
は
、
小

児
二
次
救
急
の
体
制
整
備
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
小
児
科
医
の
確
保

会派所属議員
竹川　秀明
加根　佳基

小川　宏子

※平成27年３月現在
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が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
加

え
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

二
次
救
急
の
拠
点
化
、
再
構
築
が

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
三
次
救
急
で
は
、
地

域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
整
備
促

進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

初
期
・
２
次
体
制
強
化
と

３
次
救
急
病
院
設
置

質　
問

　

初
期
、
二
次
救
急
体
制
強
化
に

重
点
を
置
く
こ
と
は
理
解
で
き
る

が
、
ど
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
に

整
備
さ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
三
次
救
急
病
院
の
設
置

へ
の
展
望
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

戦
略
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

初
期
救
急
の
体
制
強
化
と
し
て
、

「（
仮
称
）
夜
間
・
休
日
急
患
セ
ン

タ
ー
」
は
、
平
成
30
年
代
を
目
途

に
整
備
を
進
め
、
ま
た
、
二
次
救

急
の
体
制
強
化
と
し
て
、
東
広
島

医
療
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
化
も
、
平

成
30
年
代
を
目
途
に
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
重
症
救
急
患
者
の

受
け
入
れ
先
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

三
次
救
急
病
院
の
設
置
へ
の
展

望
に
つ
い
て
は
、
三
次
救
急
医
療

体
制
の
構
築
に
当
た
り
、
医
療
従

事
者
の
確
保
や
施
設
整
備
な
ど
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
本
市

は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
が
協
力

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
に

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を

質　
問

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
円
筒
系
の
ケ
ー

ス
で
、
八
本
松
小
学
校
区
で
は
、

東
広
島
地
区
医
師
会
の
協
力
を
得

て
、「
命
の
宝
箱
」
と
し
て
、
地

域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
配
布

し
て
い
る
が
、
希
望
者
に
無
料
配

布
し
て
は
ど
う
か
。

答　
弁
｜
和
田
福
祉
部
長

　

本
市
に
お
い
て
も
、
窓
口
で
希

望
者
に
命
の
宝
箱
シ
ー
ル
と
救
急

医
療
情
報
を
記
載
す
る
用
紙
を
配

布
し
、
普
及
に
努
め
て
い
る
が
、

命
の
宝
箱
の
容
器
の
無
料
配
布
に

つ
い
て
は
、
不
用
な
容
器
等
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
実

施
は
予
定
し
て
い
な
い
。

生
活
習
慣
予
防
で

コ
ン
ビ
ニ
健
診
の
推
進
を

質　
問

　

若
い
世
代
の
受
診
率
を
上
げ
る

た
め
に
コ
ン
ビ
ニ
健
診
を
推
進
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
市
民
の

健
康
増
進
を
図
る
取
り
組
み
と
し

て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
弁
｜
和
田
福
祉
部
長

　

本
市
が
推
進
す
る
健
診
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
の
配
慮
、
夏
場
で
も
安
全
に
検

査
が
行
え
る
場
所
の
確
保
、
基
本

健
診
と
が
ん
検
診
を
一
体
的
に
行

え
る
ス
ペ
ー
ス
も
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
集

団
健
診
に
加
え
、
医
療
機
関
で
の

健
診
を
設
定
し
、
個
人
に
合
わ
せ

て
選
択
で
き
る
体
制
に
し
て
い
る
。

　

今
後
の
健
診
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
、

受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
た
い
。

八本松地域で配布された「命の宝箱」

拠点化を目指す東広島医療センター
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代 表 質 問

質問した項目
■新年度予算について
■地方創生について
■広島中央環境衛生組合について
■農業政策について

五月会
坂
さ か

本
も と

　一
か ず

彦
ひ こ

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

市内で開催される就職ガイダンス

予
算
編
成
に
つ
い
て

質　
問

　

予
算
編
成
に
当
た
り
、
地
方
創

生
の
施
策
に
呼
応
し
つ
つ
、「
成

長
す
る
都
市
」、「
生
活
充
実
都

市
」、「
人
材
育
成
都
市
」、「
環
境

先
進
都
市
」
と
い
う
４
つ
の
視
点

に
基
づ
き
、
本
市
の
魅
力
と
都
市

活
力
の
向
上
を
戦
略
的
に
推
進
す

る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
予
算
を
編
成
さ
れ
た
の

か
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

新
年
度
予
算
は
、
国
の
提
唱

す
る
地
方
創
生
へ
も
呼
応
し
つ

つ
、
市
の
独
自
色
を
打
ち
出
し
な

が
ら
、
今
後
の
市
の
発
展
、
成
長

を
目
指
し
た
編
成
を
行
っ
た
。
中

で
も
、
企
業
立
地
助
成
金
の
制
度

拡
充
な
ど
は
、
地
方
へ
の
人
の
流

れ
を
つ
く
り
、
学
校
教
育
支
援
員

の
増
員
配
置
な
ど
は
、
将
来
を
担

う
人
材
の
育
成
や
、
若
い
世
代
の

子
育
て
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
規
就
農
者
の
育
成
支
援
な
ど
は
、

地
域
で
育
っ
た
学
生
の
地
域
へ
の

定
着
や
、
地
方
へ
の
人
材
還
流
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
本
市
の
独
自
色

を
打
ち
出
し
な
が
ら
、
地
方
創
生

の
実
現
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

今
後
の
成
長
・
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

す
る
な
ど
、
毎
年
財
源
不
足
を
生

じ
、
基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
の

財
政
運
営
と
な
っ
て
い
る
。
大
変

厳
し
い
財
政
見
通
し
と
な
っ
て
い

る
が
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
る
の

か
。答　

弁
｜
槇
原
副
市
長

　

地
方
創
生
へ
の
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
深
化
さ
せ
つ
つ
、
可
能
な

も
の
は
民
間
活
力
を
活
用
す
る
観

点
で
精
査
を
行
い
、
今
後
よ
り
一

層
、
経
常
的
な
事
務
事
業
の
見
直

し
や
、
収
納
率
の
向
上
対
策
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
、
歳
入

歳
出
両
面
か
ら
の
徹
底
し
た
行
財

政
改
革
へ
取
り
組
む
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

質　
問

　

市
長
は
、
以
前
か
ら
人
口
20
万

人
の
中
核
都
市
を
目
指
す
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
国
の
地
方
創
生
の

動
き
を
受
け
て
、
地
方
版
総
合
戦

略
に
つ
い
て
の
、
今
現
在
の
思
い

を
問
う
。

財
政
運
営
に
つ
い
て

質　
問

　

市
税
収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
普
通
交
付
税
が
縮
減
段
階
に

入
り
、
財
源
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
歳
出
面
で
は
、
少

子
高
齢
化
に
伴
う
扶
助
費
が
増
加

会派所属議員
坂本　一彦
平岡　　毅

下村　昭治

※平成27年３月現在
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答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

既
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
住
環

境
や
子
育
て
環
境
、
教
育
環
境
、

移
動
環
境
等
の
充
実
を
通
じ
た

「
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
、
地
方
創
生
の
流
れ
を
追
い
風

に
し
、
市
の
発
展
の
可
能
性
を
十

分
に
引
き
出
し
、
人
口
20
万
人
の

中
核
市
実
現
を
目
指
し
た
い
。

本
来
な
ら
組
合
議
会
の
場
が
ふ
さ

わ
し
い
が
、
①
全
国
の
処
理
方
式

の
実
態
②
溶
融
炉
の
安
全
性
③
ガ

ス
化
溶
融
炉
式
と
ス
ト
ー
カ
式
・

プ
ラ
ス
・
セ
メ
ン
ト
化
の
検
証
の

概
要
を
問
う
。

答　
弁
｜
林
生
活
環
境
部
長

　

①
ス
ト
ー
カ
式
に
代
表
さ
れ
る

焼
却
方
式
は
、
全
体
の
約
９
割
の

ご
み
処
理
を
担
い
、
ガ
ス
化
溶
融

炉
方
式
は
約
１
割
だ
が
、
平
成
24

年
度
ま
で
の
過
去
10
年
余
の
環
境

省
公
表
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
ガ
ス

化
溶
融
炉
方
式
は
施
設
数
・
処
理

能
力
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

　

②
現
在
、
組
合
で
は
、
直
接
溶

融
方
式
と
言
わ
れ
る
シ
ャ
フ
ト
式

ガ
ス
化
溶
融
炉
を
基
本
と
し
て
検

討
を
進
め
て
お
り
、
事
故
発
生
の

リ
ス
ク
は
絶
対
に
な
い
と
は
言
え

な
い
が
、
非
常
に
安
定
し
、
か
つ

安
全
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。
他
の

自
治
体
に
お
け
る
視
察
で
研
修
し

た
結
果
か
ら
も
、
事
故
が
発
生
し

た
と
の
説
明
は
一
度
も
な
い
。

　

③
技
術
検
討
委
員
会
で
の
比
較

検
証
に
お
い
て
、
事
故
事
例
、
環

境
保
全
性
、
受
け
入
れ
対
象
物
の

柔
軟
性
、
最
終
処
分
場
に
頼
ら
な

い
処
理
実
績
の
有
無
、
外
部
委
託

依
存
度
、
経
済
性
な
ど
15
項
目
に

及
ぶ
内
容
を
比
較
検
討
さ
れ
、
結

論
が
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
実
用
性
、

安
定
性
、
経
済
性
等
に
優
れ
た
処

理
施
設
が
、
計
画
ど
お
り
に
稼
働

で
き
る
よ
う
、
組
合
構
成
市
町
と

十
分
に
連
携
を
し
た
い
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

質　
問

　

国
の
農
業
改
革
に
お
い
て
、
担

い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
の
認
識
か
ら
、
農
業
経
営
の
規

模
の
拡
大
等
を
図
り
、
農
業
の
生

産
性
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
広
島
県
の

農
地
中
間
管
理
機
構
に
つ
い
て
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答　
弁
｜
前
藤
産
業
部
長

　

広
島
県
で
は
、
一
般
財
団
法
人

広
島
県
森
林
整
備
・
農
業
振
興
財

団
が
農
地
中
間
管
理
機
構
に
指
定

さ
れ
、
平
成
27
年
２
月
24
日
現
在

で
管
理
機
構
が
集
積
し
た
農
地
面

積
は
、
県
全
体
で
約
284
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
東
広
島
市
分
は
約
105
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
集
積
面
積
の
約
37
％

を
本
市
が
占
め
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
人
と
農
地
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
取
り
組
み
の
成
果
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

農業法人が生産するアスパラガス

子育て支援を総合的に推進する
子ども・子育て支援事業計画

広
島
中
央
環
境
衛
生
組
合

に
つ
い
て

質　
問

　

組
合
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
の
建
設
を
計
画
さ
れ
て
お
り
、
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代 表 質 問

質問した項目
■�本市のまち・ひと・しごと創生

総合戦略の策定について
■�新中核市を目指すための取り組

みについて

市民クラブ
石
い し

原
は ら

　賢
け ん

治
じ

日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち

　
東
広
島
市
の
実
現
の
た
め
に

本
市
の
地
方
版
総
合
戦
略

の
策
定
に
あ
た
っ
て

質　
問

　

地
方
版
総
合
戦
略
は
、
各
地
方

公
共
団
体
み
ず
か
ら
が
、
そ
の
課

題
を
把
握
し
、
地
域
ご
と
の
処
方

箋
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
各
地
方

公
共
団
体
が
自
主
性
、
主
体
性
を

発
揮
し
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

も
の
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

効
果
の
高
い
施
策
を
集
中
的
に
実

施
し
て
い
く
観
点
か
ら
策
定
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
本
市
の
考

え
方
を
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

地
方
版
総
合
戦
略
に
お
け
る
政

策
分
野
別
の
基
本
目
標
及
び
数
値

目
標
に
つ
い
て
は
、
国
の
総
合
戦

略
を
踏
ま
え
る
一
方
で
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
や
地
方
創
生
審
議
会
で

の
協
議
を
踏
ま
え
な
が
ら
定
め
て

ま
い
り
た
い
。
各
地
方
公
共
団
体

は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
、
限
ら
れ
た

財
源
及
び
人
的
資
源
の
中
で
の
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

広
域
的
な
都
市
圏
や
近
隣
市
町
と

の
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
補
完
し

合
い
な
が
ら
、
各
市
町
の
施
策
が

相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
り
、
国
・
県
の
関
連

施
策
と
あ
わ
せ
な
が
ら
、
地
方
創

生
の
み
な
ら
ず
、
日
本
一
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し

て
い
く
。

新
中
核
市
を
目
指
す
た
め

の
魅
力
づ
く
り
を

質　
問

　

本
市
が
新
中
核
都
市
を
目
指
す

に
は
、
人
口
増
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
本
市
の
魅
力
を

さ
ら
に
高
め
、
定
住
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
魅
力
あ
る

生
活
充
実
都
市
と
し
て
認
め
ら
れ

る
に
は
社
会
保
障
の
充
実
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制
の
充
実
、
子
ど

も
・
子
育
て
の
充
実
及
び
自
主
防

災
組
織
の
設
立
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　
　
槇
原
副
市
長

答　
弁
｜�

松
尾
総
務
部
長

　
　
　
　
和
田
福
祉
部
長

　

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
構
築

に
よ
り
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
魅
力
あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

　

少
子
化
が
進
行
す
る
社
会
の
中

で
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
識
醸

成
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

自
主
防
災
組
織
の
組
織
体
制
に

つ
い
て
は
、
基
本
は
、
住
民
自
治

協
議
会
を
単
位
と
す
る
が
、
地
域

特
性
に
応
じ
た
組
織
と
な
る
よ
う

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

会派所属議員
石原　賢治 赤木　達男

※平成27年３月現在
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基
金
を
活
用
し
、

　
く
ら
し
・
福
祉
を
最
優
先
に

ハ
ー
ド
事
業
重
視
予
算
は

市
民
の
願
い
か
？

質　
問

　

小
規
模
企
業
に
対
す
る
予
算
は

見
当
た
ら
ず
、中
山
間
地
の
農
林
業

の
支
援
は
、こ
れ
ま
で
の
予
算
の
延

長
に
過
ぎ
な
い
。結
婚
適
齢
期
の
若

者
対
策
、子
育
て
、教
育
に
係
る
予

算
が
重
点
配
分
さ
れ
て
い
る
の
か
。

予
算
編
成
に
対
す
る
見
解
を
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

将
来
の
市
の
発
展
・
成
長
と
市

民
生
活
の
質
的
向
上
の
た
め
に
必

要
な
予
算
を
編
成
し
た
も
の
で
あ

り
、
教
育
・
福
祉
分
野
の
ソ
フ
ト

事
業
へ
の
予
算
措
置
も
含
め
、
取

り
組
む
べ
き
時
期
に
取
り
組
む
べ

き
予
算
措
置
を
講
ず
る
と
い
っ
た

考
え
方
で
臨
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

公
共
料
金
を
引
き
下
げ
、

格
差
の
是
正
を
！

質　
問

　

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
上
下
水
道
料
金
や
各
種
公
共

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
、
基
金
な

ど
を
活
用
し
て
引
き
下
げ
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
見
解
を
問
う
。

答　
弁
｜
石
丸
財
務
部
長

　

財
政
調
整
基
金
は
、
平
成
26
年

度
末
で
130
億
円
余
、
平
成
27
年
度

当
初
予
算
案
で
は
、
財
源
不
足
の

た
め
24
億
円
余
を
取
り
崩
す
。
市

税
の
収
入
状
況
や
地
方
交
付
税
の

削
減
等
に
応
じ
て
今
後
も
取
り
崩

し
は
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
る
た

め
、
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
に

は
、
適
切
な
活
用
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
と
も
、
い
か
に
市

民
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
か
、

い
か
に
各
特
別
会
計
に
お
け
る
収

入
・
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化

を
図
っ
て
い
く
か
、
行
政
経
営
の

視
点
を
持
っ
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

寺
西
小
学
校
の
分
離
新
設

は
白
紙
撤
回
す
べ
き

質　
問

　

騒
音
問
題
、
安
全
性
、
子
ど
も

の
健
康
へ
の
悪
影
響
も
予
想
さ
れ

る
。
静
か
な
環
境
の
中
で
伸
び
伸

び
と
生
活
や
勉
強
を
さ
せ
る
の
が

基
本
で
あ
り
、
長
期
的
な
展
望
に

立
ち
、
現
行
計
画
を
白
紙
撤
回
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

一 般 質 問

質問した項目
■H27年度予算案について
■�公共料金と各種公共施設使用料

の引き下げについて
■�35人学級の推進と子どもの医療

費を中学校卒業まで無料に
■�特別養護老人ホームの増設、拡

充について
■小学校の分離分設について

谷
た に

　晴
は る

美
み

（日本共産党）

答　
弁
｜
増
田
学
校
教
育
部
長

　

現
行
計
画
は
、
学
校
区
や
土
地

の
形
状
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し

た
上
で
決
定
し
た
も
の
で
、
通
学

す
る
児
童
の
一
日
で
も
早
い
教
育

環
境
の
改
善
の
た
め
、
平
成
30
年

４
月
の
開
校
を
目
指
し
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

仮称寺西第二小学校予定地
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平成27年第１回定例会　議案の概要

第１回定例会

議決した案件
●条例案…31件　●予算案…35件　●承認案…１件　●諮問…２件

●同意案…２件　●その他…11件　●委員会提出議案…１件
（●全会一致可決…56件　●賛成多数可決…27件）

Pick Up

平
成
27
年
度
予
算
を
可
決

一
般
会
計　
　
　
　
　
　

７
７
３
億
６
，
０
０
０
万
円
（
前
年
度
比
9.2
％
増
）

特
別
会
計
（
21
会
計
）　 

３
９
８
億
３
，
０
５
６
万
円
（
前
年
度
比
6.8
％
増
）

水
道
事
業
会
計　
　
　
　
　

６
５
億
２
，
４
３
９
万
円
（
前
年
度
比
0.3
％
減
）

◎企業誘致と雇用の創出
　　寺家地区産業団地・志和流通団地の整備� 4億3,807万円
◎中心市街地及び地域拠点の機能強化
　　芸術文化ホールの建設� 41億4,055万円
　　安芸津拠点施設の整備� 4億9,938万円
◎交通ネットワークの利便性向上
　　寺家新駅の整備� 5億880万円
◎多様な医療対策の推進
　　小児救急医療への支援� 647万円
　　災害派遣医療チームへの支援� 311万円
◎ＩＣＴの利活用
　　小学校へのデジタル教科書の導入� 2,797万円
◎教育力及び子育て環境の向上
　　小中学校への学校教育支援員の配置� 7,438万円
　　寺西小学校の分離新設� 3億4,345万円
◎社会・地域で輝く人材の集積・育成
　　農業の担い手育成� 2億8,592万円
◎スマートシティの推進
　　新エネルギー導入への支援� 2,190万円

そ
の
他
の
主
な
新
規
事
業

○
小
中
学
校
特
別
教
室
へ
の

　

扇
風
機
設
置�

７，１１５
万
円

○
生
活
困
窮
者
の
自
立
へ
の

　

支
援�

３，５４８
万
円

○
災
害
対
策
本
部
の
機
能
強
化

�

２，６６３
万
円

○
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

�

55₃
万
円

○
超
小
型
電
気
自
動
車
（
10
台
）

　

の
導
入�

１，０００
万
円

○
新
美
術
館
整
備
の
検
討

�

１，２９９
万
円

○
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
吹
付
機

　

購
入
へ
の
支
援�

29₈
万
円

※主要事業
ここが
重点

平成27年度予算「８つの重点項目」

　　新エネルギー導入への支援� 2,190万円

購
入
へ
の
支
援

29₈

【市長の施政方針】
「成長する都市」、「生活充実都市」、
「人材育成都市」、「環境先進都市」
の４つの視点に立って、平成27年
度は、東広島市の将来を見据えた事
業を積極的に展開し、夢と希望のあ
る「日本一住みよいまち」の実現に
向けて、全力で取り組みます。
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
82
号
〉

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行

　

国
の
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
を
受
け
、
東
広
島
市
内

の
消
費
喚
起
を
促
す
た
め
、
二
〇
〇
〇
円
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
け
た
商
品
券
を
、

一
万
円
で
販
売
し
ま
す
。

〈
議
案
第
20
号
〉

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に

分
担
金
徴
収
条
例
を
制
定

　

広
島
県
が
実
施
ま
た
は
東
広
島
市
が
広
島
県
の
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
受
益
者
か
ら
分
担
金
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◎
内
容

①
発
行
主
体

　
　

実
行
委
員
会

　
　
（�

商
工
会
議
所
・
商
工
会
・

　
　

 

東
広
島
市
で
構
成
）

②
発
行
冊
数
（
予
定
）

　
　

七
万
冊

③
１
冊
当
た
り
の
額

　
　

一
万
二
〇
〇
〇
円

　
　
（
販
売
額
は
一
万
円
）

④
取
扱
商
店
等

　
　

公
募
に
よ
る

⑤
商
品
券
使
用
期
間
（
予
定
）

　
　

平
成
27
年
８
月
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
11
月
末
ま
で

平成27年第１回定例会　議案の概要

◎
条
例
制
定
の
背
景

　

10
ｍ
以
上
の
崖
地
か
つ
10
戸
以
上

の
被
害
想
定
家
屋
が
あ
る
場
合
は
県

が
実
施
、
５
ｍ
以
上
の
崖
地
か
つ
５

戸
以
上
の
被
害
想
定
家
屋
が
あ
る
場

合
は
県
の
補
助
事
業
と
し
て
市
が
実

施
し
て
い
る
。現
在
、対
象
と
な
る
市

内
665
カ
所
の
う
ち
、整
備
済
み
は
57
カ

所
に
と
ど
ま
り
、要
望
の
あ
る
14
カ
所

が
未
着
手
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

事
業
進
捗
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
受

益
者
か
ら
分
担
金
を
徴
収
す
る
。

◎
施
行
日

　

平
成
27
年
10
月
１
日

参考：�過去10年間に実施した公共施設に関連する市事業（事業費の
10％）では、１カ所当たりの事業費が5,300万円～１億1,000万円、
１カ所当たりの関係戸数は５戸～９戸

※�県事業（10ｍ以上の崖地かつ10戸以上の被害想定家屋の場合）におけ
る分担金の割合は、別に定めています。

市事業の分担金
（５ｍ以上の崖地かつ５戸以上の被害想定家屋の場合）

事業の区分 分担金の割合
公共施設（道路・河川・児童福祉施設など）
に関連する事業

事業費の10％

一般事業 事業費の20％

商品券を発行
（12,000 円分の商品券を 10,000 円で販売）

公募による

換金 使用
（商品等を購入）

実行委員会

商工会議所・
商工会・
東広島市

消費者

取扱商店等
商品
サービス

プレミアム付き商品券の概要
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
７
号
〉

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に

新
規
事
業
を
追
加
し
ま
す

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
よ
り
過
疎
地
域
と
さ
れ
た
福
富
町
、
豊
栄

町
、
河
内
町
に
お
い
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た
め
策
定
し

た
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
に
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
事
業
を
新
た
に
追

加
し
ま
す
。

〈
同
意
案
第
５
号
・
議
案
第
42
号
〉

新
教
育
委
員
会
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
教
育

委
員
会
は
市
長
か
ら
独
立
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
長
が
直
接
教
育
長
を
任
命
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
長
が
教
育
行
政
に
果
た
す
責
任
や
役
割
が
明
確
に
な
り
、
市
長

は
教
育
政
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
新
教
育
長
と
し
て

下
川
聖
二
氏
（
前
教
育
長
）
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

新
た
に
追
加
す
る
事
業

①
事
業
内
容

　

・�

上
戸
野
地
域
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修

　

・
清
武
地
域
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修

　

・
豊
栄
保
育
所
屋
根
等
改
修

②
整
備
目
的

　

地
域
の
中
核
的
施
設
で
あ
る
地

域
セ
ン
タ
ー
や
地
域
の
保
育
ニ
ー

ズ
を
担
う
保
育
所
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、地
域
の
活
性
化
や
子

育
て
世
代
の
定
住
を
促
す
。

③
整
備
期
間

　
　

平
成
27
年
度

④
総
事
業
費

　
　

１
億
９
千
９
４
０
万
円

新
教
育
委
員
会
制
度
の
概
要

①�

新
「
教
育
長
」
の
設
置
…
教
育
委

員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
。

②�

総
合
教
育
会
議
を
設
置
…
構
成
員

は
市
長
と
教

※

育
委
員
会
で
、
招
集

は
市
長
が
行
う
。

③�

教
育
に
関
す
る
「
大
綱
」
を
市
長

が
策
定
…
地
方
公
共
団
体
と
し
て

の
教
育
政
策
に
関
す
る
方
向
性
を

明
確
に
す
る
。

④�
教

※

育
委
員
会
の
審
議
の
活
性
化
…

教
育
委
員
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

強
化
し
、
会
議
の
議
事
録
作
成
や

公
表
な
ど
、
会
議
の
透
明
化
を
図

る
。

平成27年第１回定例会　議案の概要

◎過疎地域自立促進特別措置法

　著しい人口減少によって地域の活力が低
下し、生活環境の水準等が低い、いわゆる
過疎地域について、自立の促進や福祉の向
上等を図るために制定された法律です。
　この法律に基づいて策定された過疎地域
自立促進計画により、財政上の特別措置が
受けられます。上戸野地域センター

◎総合教育会議の
　イメージ

市長と教
※
育委員会で行う会議。

市長が招集し、教育行政の大綱
などの協議・調整を行う。

※教育委員会…教育長と５名の教育委員

委員
委員

委員

教育長
市長

委員

委員



市議会だより　2015.6 page.24

Select.6

Select.5
〈
議
案
第
33
号
〉

介
護
保
険
料
を
改
定

　

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
（
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
者
）
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
保
険
料
を
改
定
し
ま
す
。

〈
議
案
第
36
号
〉

国
民
健
康
保
険
戸
野
診
療
所
を
廃
止

　

国
民
健
康
保
険
の
保
健
事
業
の
１
つ
と
し
て
設
置
し
て
い
た
、
国
民
健
康
保
険

戸
野
診
療
所
を
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
廃
止
す
る
た
め
、
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
保
険
料
の
改
定
内
容

①�

保
険
料
の
改
定
…
第
１
号
被
保
険

者
の
所
得
区
分
を
６
区
分
か
ら
９

区
分
に
改
め
、
各
区
分
の
保
険
料

を
改
定
。
例
え
ば
、
市
民
税
非
課

税
の
者
は
、
改
定
前
と
比
較
し
て
、

年
額
で
５
，
４
０
０
円
増
と
な
る
。

②�

保
険
料
の
改
定
理
由
…
第
１
号
被

保
険
者
の
負
担
率
が
、
国
の
政
令

改
正
に
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
や
、
要
介
護
認
定
高
齢
者
の
増

加
に
伴
う
介
護
給
付
費
の
増
加
の

影
響
な
ど
に
よ
り
引
き
上
げ
と

な
っ
た
。

◎
廃
止
の
理
由

①�

受
診
者
数
が
年
々
減
少
し
、
毎
年

度
一
般
会
計
か
ら
赤
字
補
填
を

行
っ
て
い
る
こ
と
。

②�

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
多
額
の
施

設
更
新
経
費
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
こ
と
。

③�
複
数
の
医
療
機
関
が
無
料
送
迎
を

実
施
し
て
お
り
、
地
域
住
民
が
か

わ
り
に
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が

複
数
あ
る
こ
と
。

平成27年第１回定例会　議案の概要

◎�第７次東広島市高
齢者福祉計画及び
第６期東広島市介
護保険事業計画

平成27年度から３年間の、
総合的な「保健・福祉・介
護」の計画。

◎国民健康保険
　戸野診療所

昭和27年にへき地の診療
所として河内町河戸に設置
され、保健・医療・介護サー
ビスの提供をしていました。
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平成27年第１回定例会　議案の審査経過

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

議案番号▶ 委
員
会
提
出

議
案
第
１
号

議
案
第
25
号

議
案
第
26
号

議
案
第
28
号

議
案
第
29
号

議
案
第
30
号

議
案
第
48
号

同
意
案
第
５
号

議
案
第
16
号

議
案
第
17
号

議
案
第
21
号

議
案
第
22
号

議
案
第
31
号

議
案
第
33
号

議
案
第
36
号

議
案
第
42
号

議
案
第
９
号

議
案
第
12
号

議
案
第
37
号

議
案
第
20
号

議
案
第
59
号

議
案
第
61
号

議
案
第
67
号

議
案
第
68
号

議
案
第
69
号

議
案
第
70
号

議
案
第
81
号会　派　名 議　員　名

新 風 ２ １

奥谷　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川誠子 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺尾孝治 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

上田　廣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中曽義孝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉井弘文 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合 志 会

乗越耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新開邦彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

家森建昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

威 信 会

麻生　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大江弘康 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山下　守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧尾良二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

渡邉國彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小川宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

五 月 会

平岡　毅 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坂本一彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下村昭治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ
石原賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東広島いろは会
重光秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

早志美男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　晴美 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

市民フォーラム 鈴木利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



市議会だより　2015.6 page.26

平成27年第１回定例会　議案の審査経過

地
域
手
当
を
東
広
島
市
職
員
に
支
給

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
来
、
公

務
員
の
給
与
は
民
間
給
与
の
平
均
値

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則

が
あ
る
。
東
広
島
市
職
員
の
給
料
表

も
、
こ
の
原
則
に
基
づ
き
、
こ
の
地

域
の
平
均
だ
と
み
な
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
こ
れ
以
上
に
手
当
を
支
給
す

る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
法
律
解
釈
が
間
違
っ
て
い
る

と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
30
号

　
（
手
数
料
条
例
の
改
正
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

戸
野
診
療
所
の
閉
鎖
に
伴
い
、
診

断
書
が
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
に
な

る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
と

判
断
し
、
反
対
す
る
。

●
同
意
案
第
５
号
ほ
か
５
議
案

　
（
教
育
委
員
会
の
制
度
改
革
関
係
）

反
対

�
谷　
晴
美
議
員

　

今
回
の
教
育
制
度
改
革
で
は
、
市

長
の
圧
力
が
教
育
委
員
会
の
専
権
事

項
に
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
。
現
教
育

委
員
会
の
改
善
こ
そ
が
本
来
の
改
革

で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
33
号

　
（
介
護
保
険
条
例
の
改
正
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

介
護
保
険
制
度
そ
の
も
の
が
問
わ

れ
て
い
る
と
き
、
直
接
住
民
に
負
担

を
求
め
る
の
で
な
く
、
基
金
の
取
り

崩
し
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
行
い
、
介
護
保
険
料
は
引
き
上
げ

る
べ
き
で
な
い
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
31
号

　
（
三
永
保
育
所
の
廃
止
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

都
市
部
の
待
機
児
童
解
消
の
た
め

に
も
、
現
有
施
設
を
生
か
し
て
機
能

を
増
強
す
る
べ
き
で
あ
る
。
保
育
所

の
廃
止
に
よ
り
、
保
育
の
充
実
か
ら

後
退
す
る
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

●
委
員
会
提
出
議
案
第
１
号

　
（
教
育
制
度
改
革
に
伴
う
委
員
会
条
例
改
正
）

反
対

�
谷　
晴
美
議
員

　

教
育
委
員
会
制
度
の
改
革
は
、
教

育
委
員
長
と
教
育
長
を
統
合
し
、
新

し
い
教
育
長
を
市
長
が
任
命
す
る
な

ど
、
市
長
の
意
向
が
色
濃
く
反
映
さ

れ
た
も
の
と
な
り
、
ひ
い
て
は
教
育

委
員
会
か
ら
実
質
的
に
権
限
を
奪
い
、

教
育
委
員
会
を
形
骸
化
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
教
育
の
中
立
性
、
独
立
性

を
守
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
の

根
幹
を
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど

も
の
未
来
に
明
る
く
希
望
あ
る
将
来

が
見
通
せ
な
く
な
る
と
考
え
、
反
対

す
る
。

●
委
員
会
提
出
議
案
第
１
号

　
（
教
育
制
度
改
革
に
伴
う
委
員
会
条
例
改
正
）

賛
成

�

宮
川
誠
子
議
員

　

こ
の
改
正
は
、
地
方
教
育
行
政
に

関
す
る
法
律
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
委
員
会
で
の
説
明
の
た
め
に
出

本
会
議
の
討
論

席
を
求
め
る
相
手
先
を
教
育
長
に
改

め
る
だ
け
の
話
な
の
で
、
賛
成
す
る
。

な
お
、
現
行
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
、

地
方
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
選
挙
で
選

ば
れ
た
市
長
が
、
そ
の
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
ど
う
育
て
る
か
に
口
が
は

さ
め
な
い
と
い
う
の
は
、
お
か
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

●
議
案
第
25・29
号

　
（
職
員
等
給
与
関
係
の
条
例
改
正
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

人
事
院
の
給
与
制
度
総
合
的
見
直

し
に
よ
り
、
上
が
る
自
治
体
と
下
が

る
自
治
体
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
東

広
島
市
は
下
が
る
地
域
と
な
り
、
結

果
的
に
格
差
が
拡
大
し
、
地
方
創
生

と
言
わ
れ
る
中
、
さ
ら
な
る
一
極
集

中
が
進
む
こ
と
に
な
り
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
25
号

　
（
職
員
給
与
の
条
例
改
正
）

反
対

�

宮
川
誠
子
議
員

　

人
事
院
の
給
与
勧
告
に
準
拠
し
、
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●
議
案
第
36
号

　
（
戸
野
診
療
所
の
廃
止
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

過
疎
地
に
お
け
る
医
療
へ
の
対
応

は
診
療
所
を
閉
鎖
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
家
で
寝
た
き
り
の
病
人
の
た
め

の
訪
問
医
療
や
訪
問
看
護
で
あ
る
と

考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
９
号
ほ
か
２
議
案

　
（
寺
家
地
区
産
業
団
地
関
係
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

進
出
企
業
へ
の
高
額
な
投
資
と
な

り
、
市
民
か
ら
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
暴
落
し
た
米
価
の
価
格
補
償

や
中
小
企
業
へ
の
家
賃
補
助
な
ど
の

支
援
を
最
も
優
先
す
べ
き
と
考
え
、

反
対
す
る
。

●�

議
案
第
20
号（
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
の
分
担
金
徴
収
）

反
対

�

新
開
邦
彦
議
員

　

基
本
的
に
は
、
受
益
者
負
担
の
公

平
と
い
う
と
こ
ろ
は
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
委
員
会
で
の
質
問
に
対
す

る
答
弁
が
一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
た
。
市
の
財
政
負
担
を
軽
減
し
、

事
業
を
で
き
る
だ
け
早
く
完
了
さ
せ

た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
当
に
事

業
が
早
く
進
む
の
か
疑
問
に
思
っ
て

い
る
。
も
う
少
し
じ
っ
く
り
考
え
て
、

再
度
提
案
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
で
、
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
20
号（
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
の
分
担
金
徴
収
）

賛
成

�

石
原
賢
治
議
員

　

利
益
を
受
け
る
者
が
分
担
し
て
負

担
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
未
施
工
の
箇
所
が
あ

る
と
い
う
危
険
な
状
況
を
少
し
で
も

早
く
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
受
益
者
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
で
き
る
だ
け
早
く
工
事

を
進
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
賛
成

す
る
。

●�

議
案
第
20
号（
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
の
分
担
金
徴
収
）

反
対

�

高
橋
典
弘
議
員

　

予
算
や
財
源
を
確
保
す
れ
ば
事
業

が
進
ん
で
い
く
と
い
う
話
で
は
な
い
。

安
心
・
安
全
の
確
保
と
防
災
の
強
化

が
行
政
の
最
大
の
責
務
で
あ
り
、
命

に
か
か
わ
る
事
業
に
費
用
対
効
果
は

あ
り
得
な
い
。
仮
に
負
担
金
の
徴
収

に
よ
り
事
業
が
進
ま
ず
、
大
規
模
な

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の
行
政
責
任

と
行
政
コ
ス
ト
は
、
本
当
に
は
か
り

し
れ
な
い
も
の
に
な
る
。
市
民
に
安

心
・
安
全
を
提
供
す
る
と
明
言
し
て

い
る
東
広
島
市
政
に
お
い
て
、
絶
対

に
条
例
化
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
、

反
対
す
る
。

●�

議
案
第
20
号（
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
の
分
担
金
徴
収
）

反
対

�

宮
川
誠
子
議
員

　

事
業
を
進
め
る
た
め
に
分
担
金
を

徴
収
す
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、

進
ん
で
い
な
い
理
由
は
、
県
の
財
政

状
況
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
分
担
金

を
徴
収
し
て
も
、
県
の
財
政
状
況
が

改
善
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
抜
本

的
に
事
業
が
進
む
こ
と
は
な
い
。
む

し
ろ
、
市
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
広
島
県
内

ト
ッ
プ
の
財
政
力
を
持
っ
て
い
て
、

な
ぜ
分
担
金
を
徴
収
す
る
の
か
理
解

で
き
ず
、
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
20
号（
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
の
分
担
金
徴
収
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

事
業
費
が
大
き
く
な
れ
ば
負
担
も

大
き
く
な
る
仕
組
み
で
あ
り
、
と
て

も
住
民
負
担
で
は
賄
い
き
れ
な
い
。

で
き
る
だ
け
住
民
負
担
の
な
い
よ
う

に
す
べ
き
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
20
号（
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
の
分
担
金
徴
収
）

反
対

�

家
森
建
昭
議
員

　

将
来
的
に
は
、
市
民
に
負
担
を
求

め
る
の
も
仕
方
が
な
い
の
か
な
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で

未
施
工
の
箇
所
が
残
っ
て
い
な
が
ら
、

今
後
は
負
担
を
強
い
る
と
い
う
の
は

理
解
で
き
ず
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
59
号
ほ
か
６
議
案

　
（
平
成
27
年
度
予
算
関
係
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

格
差
と
貧
困
が
広
が
る
中
、
国
保

税
や
介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
医

療
介
護
の
負
担
を
軽
減
す
る
の
が
、

住
民
福
祉
増
進
と
考
え
、
反
対
す
る
。
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総
務
委
員
会

●
議
案
第
2₃
号

　
︵
行
政
手
続
条
例
の
改
正
︶

　
　
　
　

一
般
的
に
市
民
か
ら
の
切

実
な
要
望
に
対
し
て
真
摯
に

対
応
を
す
べ
き
だ
が
、
本
改
正
に
お

い
て
そ
れ
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

本
改
正
は
、
行
政
指
導
等

の
対
象
と
な
る
者
の
権
利
及

び
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
な
ど
が
目

的
で
あ
る
。
行
政
指
導
を
す
る
際
に

は
根
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
て
お
り
、
職
員
も
こ
の
こ
と

を
念
頭
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

●
議
案
第
2₈
号

　
︵
新
教
育
長
の
給
与
・
旅
費
等
︶

　
　
　
　

新
教
育
長
の
旅
費
等
を
定

め
て
い
る
が
、
市
長
及
び
副

市
長
よ
り
安
価
と
な
っ
て
い
る
根
拠

は
何
か
。

QＡQ

　
　
　
　

職
責
は
変
わ
る
が
勤
務
上

大
き
な
変
更
点
は
無
い
と
考

え
、
他
市
の
例
を
勘
案
し
た
う
え
で

旧
規
定
の
金
額
の
ま
ま
据
え
置
い
た

も
の
で
あ
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

●
議
案
第
1₆
号
︵
市
民
ホ
ー
ル
建
設

　
に
係
る
契
約
変
更
︶

　
　
　
　

今
回
の
契
約
変
更
は
、
労

務
単
価
の
上
昇
に
対
応
す
る

イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
規
定
に

基
づ
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の

ベ
ー
ス
と
な
る
基
準
は
ど
う
い
う
と

こ
ろ
に
根
拠
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

ＡQ

委
員
会
審
査
概
要

平成27年第１回定例会　委員会審査概要

　
　
　
　

平
成
26
年
１
月
に
国
土
交

通
省
の
ほ
う
か
ら
技
能
労
働

者
へ
の
適
切
な
賃
金
水
準
の
確
保
に

つ
い
て
通
達
が
出
て
お
り
、
こ
れ
を

ベ
ー
ス
に
広
島
県
並
び
に
東
広
島
市

の
ほ
う
で
対
応
す
る
と
い
う
方
針
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

●
議
案
第
17
号
︵
子
ど
も
・
子
育
て

　
支
援
法
に
基
づ
く
過
料
の
設
定
︶

　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を

も
っ
て
過
料
を
決
定
し
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　

一
件
一
件
そ
の
中
身
を
審

査
し
な
が
ら
決
定
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
が
、
他
の
法
令
に
お

け
る
過
料
に
関
す
る
条
例
等
の
適
用

も
加
味
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
積
極
的
に
こ
れ
を
活
用
す

る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
抑
止
力
と

考
え
て
い
る
。

ＡQＡ

市
民
経
済
委
員
会

●
議
案
第
₃7
号

　
︵
企
業
立
地
促
進
条
例
の
改
正
︶

　
　
　
　

東
広
島
市
へ
の
企
業
立
地

を
促
進
す
る
た
め
に
、
助
成

の
対
象
範
囲
を
拡
大
し
、
助
成
額
を

大
幅
に
増
や
す
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

本
市
内
に
お
い
て
、
製
造

品
出
荷
額
、
事
業
所
数
、
従

業
者
数
が
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
周
辺
自
治
体
と
同
等
の
条
件
に

す
る
こ
と
や
中
小
企
業
も
対
象
に
す

る
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

QＡ

建設中の市民ホール「くらら」
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建
設
委
員
会

●
議
案
第
20
号
︵
急
傾
斜
地
崩
壊
対

　
策
事
業
の
分
担
金
徴
収
︶

　
　
　
　

複
数
年
に
わ
た
る
事
業
の

途
中
で
、
経
済
的
な
理
由
か

ら
そ
の
年
度
分
の
分
担
金
を
支
払
え

な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
　
　

経
済
的
な
理
由
か
ら
分
担

金
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合

は
、
減
免
規
定
を
適
用
し
、
適
正
な

負
担
を
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
く
。

　
　
　
　

市
の
財
政
負
担
も
見
込
ん

で
の
こ
と
だ
と
思
う
が
、
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
な
る
べ
く

早
期
に
完
了
さ
せ
る
こ
と
を
考
慮
し

て
の
こ
と
か
。

　
　
　
　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

QＡQＡ

予
算
特
別
委
員
会

●
議
案
第
₅₉
号

　
︵
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
︶

　
　
　
　

環
境
先
進
都
市
を
目
指
す

と
い
う
中
身
で
、
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
構
想
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

ま
ず
は
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
へ
の
支
援

を
し
て
い
く
と
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら

は
ど
う
い
う
方
向
に
進
む
の
か
。

　
　
　
　

平
成
27
年
度
は
、
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
前
段
と
し
て
ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
へ
の
支
援
を
行
う
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
検

討
し
て
い
る
段
階
で
は
な
い
が
、
行

動
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
具
体
的

に
決
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

公
共
交
通
対
策
事
業
に
つ

い
て
、
昨
年
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
の

利
用
促
進
に
結
節
点
の
改
善
、
増
便

も
含
め
た
交
渉
と
い
っ
た
内
容
が
書

か
れ
て
い
た
。
今
年
は
全
く
記
述
が

な
い
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

QＡQ

　
　
　
　

意
図
と
し
て
は
、
地
域
公

共
交
通
の
ほ
う
で
全
体
的
な

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推

進
す
る
の
で
、
ト
ー
タ
ル
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

　
　
　
　

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
、
山
が
荒
れ
る

の
を
防
ぐ
に
は
、
間
伐
や
下
刈
り
な

ど
の
面
整
備
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
に
ほ
と
ん
ど
予
算
が
使
わ
れ
て

い
な
い
。
本
当
に
山
を
守
ろ
う
と
す

る
な
ら
、
現
場
の
実
態
を
も
っ
と
把

握
し
て
、
実
効
的
な
仕
事
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

今
後
の
森
林
整
備
、
農
林

水
産
業
の
施
策
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
の
中
に
お
い
て
、
よ
り
効
率
的
、

効
果
的
に
森
林
を
守
る
た
め
に
は
、

ど
う
す
る
の
が
い
い
の
か
、
ど
う
い

う
手
段
が
あ
る
の
か
な
ど
、
補
助
制

度
も
活
用
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
も
、

公
有
林
の
問
題
等
も
含
め
て
、
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ＡQＡ

　
　
　
　

美
術
館
の
建
設
候
補
地
が

旧
ホ
テ
ル
用
地
に
決
定
さ
れ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
跡
地
の
ほ
う
が
適
地
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
現

在
、
複
合
施
設
を
検
討
し
て
い
る
が
、

ま
だ
基
本
的
な
も
の
が
定
ま
っ
て
い

な
い
。
旧
ホ
テ
ル
用
地
を
美
術
館
建

設
候
補
地
と
決
定
し
た
理
由
は
、
合

併
特
例
債
を
活
用
し
、
平
成
₃1
年
度

末
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

●
議
案
第
₆₈
号
︵
平
成
27
年
度
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
︶

　
　
　
　

レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明

細
書
）
を
分
析
し
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

く
こ
と
が
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

平
成
27
年
度
に
本
格
的
な

分
析
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。 QＡQＡ
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市民経済委員会所管事務調査
◆実施日：平成27年２月19日（木）
　　　　　及び平成27年２月24日（火）
◆調査事項：鳥獣被害対策について

　昨年８月に実施した猟友会との意見交換会を
踏まえ、所管事務調査を行いました。執行部（産
業部・生活環境部）から現状等を聴き取った後、
市民経済委員会として、捕獲後の処理場搬入に
ついての柔軟な対応や捕獲現場（猟友会）のさ
らなる実態把握などを執行部へ求めました。

委員会インターネット中継
◆導入費：Webカメラ（３台）　約６万円
　　　　　配線作業　約50万円
◆ 配信する会議：常任委員会・議会運営委員会・

全員協議会・広報広聴委員会など、「原則公開」
とされている会議

　市民に開かれた議会の実現に向けて、広報広
聴委員会における愛知県犬山市議会の行政視察
を踏まえ、会議のインターネット中継（ライブ
配信）を行います。また、録画配信（約30日間）
も行います。

広島県市議会議長会
議員研修会（西部ブロック）
◆開催日：平成27年１月７日（水）
◆開催場所：中国電力㈱エネルギア総合研究所
　議会運営に役立てていくため、西部ブロック

（広島・呉・大竹・廿日市・江田島・東広島）の
議員を対象に、議員研修会を開催しました。ま
た、講師に経済アナリストの森永卓郎氏を迎え、

「今何が起こっているのか？世界経済と日本経
済」と題した講演を聴き、経済についての見識
を深めました。

タブレット端末導入
◆端末購入費（38台）：約220万円
◆見込まれる効果：
　①会議資料作成・配付等の業務効率化
　②コピー代等の経費削減
　③会議日程等の情報共有化
　会議等の開催通知、本会議や常任委員会にお
ける配付資料の電子化など、紙資源の節減を図
るとともに、議会活動における情報収集力を強
化するため、県内の他市議会に先駆けてタブ
レット端末を導入します。

タブレット端末：iPad Air2インターネット画面（イメージ）

囲いわな
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医療機関充実について
上
うえ

田
だ

　修
しゅう

三
ぞう

（志和）

風早駅の祈り
原
はら

田
だ

　敦
あつ

子
こ

（安芸津）

　９町、人口18万都市として医療機関が充実

されていない感があります。

　先日もゴルフ場で、プレーヤーが体調不良

を訴えられ、休日診療所に搬送したが診療所

は大混雑。２時間待たされる状態でした。

　別件では、肉離れを発症されたプレーヤー

を搬送した際には、「本日は整形専門医が不在

のため診療できない」と断られ、あえなく広

島市内まで再搬送しなければならない事態と

なりました。

　お隣の呉市は昔からの軍港、大企業がある

ことから、非常に充実しているように感じま

す。以前、ある議員の方にお尋ねしたところ、

医師会との関係もあり困難とのことでした。

　是非、医療機関、休日の対応、救急対応の

充実をお願いいたします。

　先日、新聞掲載された風早駅の石碑のこと

を上司から尋ねられました。恥ずかしながら

その記事を読んでいなかった私は急いで詳細

を調べました。

　約60年前、風早駅で線路を横切る高齢者

を助けようとして殉職された駅長さんと亡く

なった高齢者の方の慰霊碑がＪＲ西日本広島

支社によって風早駅構内に建てられたもので

した。

　学生時代に読んだ三浦綾子著の「塩狩峠」

と重なりました。「祈」と書かれた石碑からは

「命」の重みと勇敢な駅長さんへの畏敬の念が

こみあげてきます。目を閉じれば懐かしい子

ども時代の風早駅が甦りますが、石碑によっ

て風早駅は意味深く貴重な存在となりました。

合掌

次回定例会のお知らせ

₆月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

初日

7 8 9 10 11 12 13

常任委員会（議案審査）

14 15 16 17 18 19 20

本会議（一般質問）

21 22 23 24 25 26 27

常任委員会（議案審査） 本会議
（議案審議）

28 29 30

予備日

■本会議・委員会の傍聴
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。ご不明な点は議会事務局（₀₈₂）₄₂₀︲₀₉₆₆へお問い合わせください。
 ht tp: / /www.ci ty.higashihiroshima.hiroshima. jp/s i te/shi-gikai / 東広島市議会

耳マーク
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欄
らん

間
ま

に彫られた森
もりけんごう

研豪氏の彫刻
　昭和13年、宮島の大聖院観音堂を造営した宮大工、西

にしたに

谷 庄
しょう

一
いち

氏により
建てられた本堂。内

ないじん

陣正面には尾
お

垂
だる

木
き

を入れた組物が施され、西谷氏の独
創性が高く評価されている。欄

らん

間
ま

の森
もりけんごう

研豪氏の彫刻も見事である。

市議会だより
東広島市議会

■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー ８６０１
東広島市西条栄町８番２９号　
TEL.０８２ー ４２０ー ０９６６
FAX.０８２ー ４２４ー ９４６５
　　　　　　  （議会事務局）
http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.hiroshima.jp/si te/shi-gikai /

◀スマートフォン用

■�ご意見ご感想をお寄せく
ださい

　市議会だより、東広島市議会
ホームページに関するご意見ご感
想は東広島市議会事務局（左
記）までお寄せください。

市
議
会
だ
よ
り
を
担
当
し
て

　

市
議
会
だ
よ
り
の
担
当
に
な
っ

て
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の

間
、
原
稿
作
成
に
当
た
っ
て
、
議

案
の
内
容
を
正
確
に
伝
え
よ
う
と

す
る
あ
ま
り
、
無
意
識
に
行
政
用

語
を
多
用
し
て
し
ま
い
、
幾
度
と

な
く
「
市
民
に
分
か
り
に
く
い
」、

「
文
章
が
堅
い
」
と
指
摘
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、「
市

民
目
線
」
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
市
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、

議
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
事
務
局
職

員
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会
担
当
職
員

国の登録有形文化財

　　明
みょう

眼
げん

寺
じ

本堂（福富町下竹仁）


